
門田　守人　一般社団法人 日本医学会連合／日本医学会 会長

「予防・健康づくりにおけるヘルスケアサービスの未来
 　　  　　～心の健康領域におけるデジタルサービスを事例として～」

「日本の医療における予防・健康づくりの必要性と領域横断連携」

主催：国立研究開発法人 日本医療研究開発機構（AMED)　  後援：経済産業省、厚生労働省
本日のシンポジウムの模様は後日オンデマンド配信をいたします。

　　基調講演　
三島　良直　国立研究開発法人 日本医療研究開発機構 理事長

13:00　　開会挨拶　

磯　　博康　国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 国際医療協力局 グローバルヘルス政策研究センター センター長

15:40　　ネットワーキング　～登壇者と参加者同士の情報交換・交流および公募説明～　

13:20　　セッション１

大手町サンケイプラザ4階ホール3月1日●水2023年

　　予防・健康づくり領域の
　　社会実装に向けたシンポジウム
第2回

～科学の力でヘルスケアの未来を創造する～
国立研究開発法人 日本医療研究開発機構は、「予防・健康づくりの社会実装に向けた研究開発基盤整備事業（ヘルスケア社会
実装基盤整備事業）」で、生活習慣病等の重要疾患領域における予防・健康づくりに関する指針等の策定や、エビデンス構築
のための新たなアプローチの研究方法の開発を推進しています。この取組の一環として、本シンポジウムでは、ヘルスケアサー
ビスの社会実装の課題解決に向け、科学的なエビデンスに基づいて創るヘルスケアの未来について議論いたします。

シンポジウム  13:00～15:35
ネットワーキング  15:40～16:45

堤　　明純　北里大学 医学部 公衆衛生学 教授　
榎原　　毅　産業医科大学 産業生態科学研究所 教授 
岡本　泰昌　広島大学大学院 医系科学研究科 教授　
村中　誠司　大阪大学 大学院人間科学研究科 助教　
荒木　郁乃　積水化学工業株式会社 人事部 厚生・健康支援グループ 健康推進室長　
鳥越　慎二　株式会社アドバンテッジ リスクマネジメント 代表取締役社長　
酒井由紀子　マッキンゼー・アンド・カンパニー・ジャパン パートナー　

小山　智也　経済産業省 商務・サービスグループ ヘルスケア産業課 課長補佐　
酒井由紀子　マッキンゼー・アンド・カンパニー・ジャパン パートナー　

モデレーター
パネリスト

14：20　休憩

「予防・健康づくり領域のヘルスケアサービスの社会実装に向けて
 　　　　  ～アカデミア、事業者、利用者等、ステークホルダー間での共創～」

14:30　　セッション2

磯　　博康　国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 国際医療協力局 グローバルヘルス政策研究センター センター長

中山　健夫　京都大学大学院 医学研究科 社会健康医学系専攻 教授　
有馬　久富　  野口　　緑　  福岡　敏雄　
長谷川幸司　  西川　尚斗 

• 基調講演：ヘルスケア社会実装基盤整備事業について
中山　健夫　京都大学大学院 医学研究科 社会健康医学系専攻 教授　

• 講演１：デジタル技術を活用した生涯にわたる血圧管理に関する指針の研究開発課題紹介
有馬　久富　福岡大学 医学部 衛生・公衆衛生学 教授　

• 講演２：生活習慣病予防のための行動変容継続を実現するための指標に関する研究課題紹介
野口　　緑　大阪大学大学院 医学系研究科 社会医学講座 特任准教授

• 講演3：事業者の立場からの指針への期待
長谷川幸司　キリンホールディングス株式会社 ヘルスサイエンス事業本部　

• 講演4：利用者の立場からの指針への期待
西川　尚斗　神戸市 企画調整局 医療・新産業本部 科学技術担当部長

• 指定発言：診療ガイドラインの普及実績から見た、指針等の普及戦略
福岡　敏雄　日本医療機能評価機構 執行理事

モデレーター
■ 総合討議

■ 講演

■ 話題提供

■ 総合討議

パネリスト

挨　拶

橋本　泰輔　経済産業省 商務・サービスグループ ヘルスケア産業課 課長
　　シンポジウム総括　

PROGRAM

会場  大手町サンケイプラザ3階

大手町サンケイプラザ3階

　　社会実装に向けたシンポジウム



第2回 予防・健康づくり領域の社会実装に向けたシンポジウム

1970年大阪大学医学部卒業。1994年大阪大学医学部教授（外科学第
二）、2004年大阪大学医学部附属病院副院長、2007年大阪大学理事・
副学長、2012年がん研究会理事、がん研有明病院長、国立がん研究セ
ンター理事、2015年日本臓器移植ネットワーク理事長、2016年堺市立
病院機構理事長、2017年一般社団法人日本医学会連合・日本医学会会
長。その他、日本癌治療学会理事長、日本癌学会会長、日本外科学会
会長、厚生労働省がん対策推進協議会会長等を歴任。

門田　守人
一般社団法人 日本医学会連合／日本医学会 会長

1987年、東京医科歯科大学医学部卒。臨床研修後、同大難治疾患研究
所疫学部門助手、米国UCLAフェロー、国立がんセンター研究所がん情
報研究部室長を経て、2000年京都大学大学院医学研究科社会健康医
学系専攻助教授、2006年現職、2016-2019年　同専攻長・医学研究科
副研究科長。社会医学系専門医協会社会医学系 専門医・指導医、日本
疫学会 功労賞（2021年）。

中山　健夫
京都大学大学院 医学研究科 社会健康医学系専攻 教授

　

　

　

　

　

　

　

　

PROFILE

1987年自治医科大学医学部卒業。福岡県内医療機関にて地域医療に
従事後、1997年久留米大学医学部助手（環境衛生学講座）、2000久留
米大学医学部講師（環境衛生学講座）、2001年岡山大学大学院助教授
（衛生学・予防医学分野）、2006年産業医科大学教授（産業医実務研修
センター）を経て、2012年より北里大学医学部教授（公衆衛生学）。専門
は、循環器疫学、行動医学・心理社会的要因が健康に及ぼす影響、産
業医学・健康管理、職業性ストレスの健康影響、健康の社会決定要因。

堤　明純
北里大学 医学部 公衆衛生学 教授

1993年九州大学医学部を卒業し、第二内科へ入局。2003年シドニー大学
へ留学、2006年九州大学医学研究院助教、2008年シドニー大学医学部
講師・2010年から准教授として大規模臨床試験に従事、2014年滋賀医
科大学特任教授、2016年から現職。医学博士、総合内科専門医、循環器
専門医、高血圧専門医および社会医学系指導医。日本高血圧学会理事、
高血圧治療ガイドライン統括委員、医学雑誌編集委員をつとめる。2022
年からAMED予防・健康づくりの社会実装に向けた研究開発基盤整備事
業「デジタル技術を活用した血圧管理に関する指針」統括委員長をつとめ
る。研究分野は、循環器疾患の臨床研究・疫学研究。

有馬　久富
福岡大学 医学部 衛生・公衆衛生学 教授

2005年3月名古屋市立大学大学院医学研究科満期退学、博士（医学）・
認定人間工学専門家。2005年より同学労働生活・環境保健学分野　助
手・助教・講師、2019年より環境労働衛生学分野准教授を経て、2022
年9月より現職。国際人間工学連合理事(2021-)、日本人間工学会副理事
長（2016-2018）・理事（2012-）、人間工学誌編集委員長(2020-)、国際標
準化機構ISO/TC159（人間工学）国内対策委員会SC3分科会委員長
（2012-）ほか。専門分野：センシング・ビッグデータを利用したライフロ
グ解析の産業保健応用、産業保健人間工学（筋骨格系疾患予防策）など。

榎原　毅
産業医科大学 産業生態科学研究所 教授

「どうして人はうつ病になるのか、うつ病になったらどうしたらよく治るの
か、うつ病をどうしたら予防できるのか」をテーマに、精神医学を中心に、
脳画像解析学、認知神経科学、計算論的神経科学、疫学、認知行動療法
といった幅広い分野の研究を展開している。ここ数年は、うつ病予防に
向けた閾値下うつの簡便な客観的なデジタル指標やスマートフォンを用
いた認知行動療法アプリの開発を行っている。H24年文部科学大臣科学
技術賞（研究部門）「精神疾患の病態解明に関する脳機能画像解析の研
究」、H28年広島大学学長表彰「うつ病発症のリスクの高い新入大学生を
対象として、認知行動療法プログラムを開発し発症予防事業」を受賞。

岡本　泰昌
広島大学大学院 医系科学研究科 教授

1986年 尼崎市入庁、職員部係長、国保年金課係長、ヘルスアップ戦略担
当課長、市民協働局部長、企画財政局部長を歴任。在職中はメタボの概
念をもとにした独自の保健指導で、毎年数人あった市職員の心血管疾患
の現職死亡ゼロや、国保一人当たり医療費の伸びの抑制を実現。2013年 
大阪大学大学院医学系研究科公衆衛生学招聘准教授、2020年より特任
准教授。2011年より神戸大学医学部非常勤講師。日本肥満学会理事、日
本公衆衛生学会代議員、日本動脈硬化学会評議員、日本循環器病予防
学会評議員。公衆衛生学会認定公衆衛生専門家。専門は循環器疾患・
生活習慣病予防、ヘルスプロモーション・保健指導、都市行政・健康政策。

野口　緑
大阪大学大学院 医学系研究科 社会医学講座 特任准教授

1997年金沢大学薬学部修士課程修了後、同年キリンビール株式会社入
社。医薬事業（現：協和キリン株式会社）にて主に腎臓領域の営業、マー
ケティング、プロダクトライフサイクルマネジメント、製品戦略に従事。
2018年キリンホールディングス株式会社経営企画部に出向し、慢性腎
臓病患者向けの新規事業開発に参画後、現在に至る。新規事業創出プ
ラットホームの整備を担当。薬剤師。

長谷川　幸司
キリンホールディングス株式会社 ヘルスサイエンス事業本部

臨床心理士、公認心理師。大阪大学大学院人間科学研究科で臨床心
理学の研究教育に従事。民間企業でソフトウェアの要素技術開発研究
に従事した経験を有しており、現在はその経験をいかして、テクノロジー
を活用したメンタルヘルスケアを実践するための研究を推進している。
2022年11月に (一社) ウェルネス評価研究開発機構 (通称、AWARD)を
設立し、メンタルヘルスに関する研究活動、研究コンサルテーション、
セミナー活動をおこなっている。

村中　誠司
大阪大学 大学院人間科学研究科 助教　

国内メーカーの研究所でシミュレーション、データ解析等の研究開発
に従事。その後、文部科学省に入省し、ライフサイエンス・ナノテクノロ
ジー・情報科学等の研究振興、スーパーコンピュータ「京」および「富岳」
の開発・利活用、若手研究者支援、大学教育改革、東日本大震災から
の復興・再生、新型コロナウイルス感染症対策に関する業務等を担当。
２０２２年７月より現職。「神戸医療産業都市」における産学連携、医療
機器開発の促進、ヘルスケア施策の推進等に取り組む。

西川　尚斗
神戸市 企画調整局 医療・新産業本部 科学技術担当部長

大学卒業後約５年間の病院勤務を経て働く人々の健康に興味をもち、
２００１年東海大学健康科学研究科産業看護学専攻修士課程修了、同
年４月よりExxon Mobil Corporation日本法人エクソンモービル（有）に
入社、16年間勤務＊ののち、2017年4月より積水化学工業株式会社人
事部厚生・健康支援グループ健康推進室に勤務、現在に至る。
＊2012年より資本変更によって東燃ゼネラル石油株式会社に社名変更

荒木　郁乃
積水化学工業株式会社 人事部 厚生・健康支援グループ 健康推進室長

1986年大阪大学医学部卒業。救急科専門医･指導医、集中治療専門医。
1996年にEvidence-baesd Medicine（根拠に基づく医療：EBM）の考えに
触れ、1997年から海外のワークショップなどに何度か参加、その後国内で
医療者･患者団体・一般市民などを対象にワークショップやセミナーを企
画・実施した。2003年 日本医療機能評価機構 医療情報サービス事業
（Minds事業）に加わり、診療ガイドラインの作成支援や評価選定にあたる。
2018年からMinds事業の担当の執行理事となる。病院では救命救急セン
ター長、集中治療統括センター長、人材開発センター長を兼務している。

福岡　敏雄
日本医療機能評価機構 執行理事

東京大学経済学部経済学科卒業。ノースウエスタン大学ケロッグ経営
大学院修了、MBA取得。ベイン・アンド・カンパニーを経て、1994年、
アドバンテッジパートナーズのパートナーに就任。翌年、アドバンテッジ
インシュアランスサービス設立、同社代表取締役社長に就任。団体長
期障害所得補償保険（GLTD）のマーケティング事業を開始。1999年、同
社をアドバンテッジリスクマネジメントとし、現在に至る。

鳥越　慎二
株式会社アドバンテッジ リスクマネジメント 代表取締役社長

1982年筑波大学医学専門学群卒。同大学院医学博士課程修了。1990年
ミネソタ大学大学院MPH取得(フルブライト奨学生)。帰国後、大阪府立
成人病センター医師、筑波大学医学研究科講師、助教授を経て2002年
教授、2005年大阪大学医学系研究科教授、2022年より現職。ハーバード
大学医学部客員准教授（1996～ 1997年）。環境省エコチル調査 大阪ユ
ニットセンター長（2011～ 2021年）。厚生労働省戦略研究 研究リーダー
（2013～2016年）。日本学術振興会大学の世界展開力強化事業実施責任
者 (2016年～ 2021年)。日本学術会議会員、日本医学会連合副会長、大
阪大学名誉教授。

磯　博康
国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 国際医療協力局 
グローバルヘルス政策研究センター センター長

マッキンゼー・東京オフィスのパートナー。マッキンゼーのアジア太平洋
地域のヘルスケア部門のリーダーを務め、ヘルスケアシステムに関する
専門知識に基づき、公的機関のヘルスケア関連事業・調査、ヘルスケア
関連企業の成長戦略・組織戦略など多岐に渡る経営課題の支援を行っ
ている。世界中の健康寿命延伸を目的に掲げる当ファーム内非営利目
的の機関であるMcKinsey Health Institute (MHI)の日本リーダーの一人
であり、ヘルスケアシステムの変革の推進に情熱を持ち、様々な業界の
コンサルティングの支援を通して得た知見について講演を行っている。
東京大学理学士号、ハーバード・ビジネス・スクールMBA

酒井　由紀子
マッキンゼー・アンド・カンパニー・ジャパン パートナー

製薬会社にて臨床開発、薬価や新規企画部門を経て、2021年、経済産
業省ヘルスケア産業課にて現職。健康・予防分野でのAMED事業の推
進や社会実装に向けたヘルスケア産業施策の企画立案、実行等をリー
ドしている。技術経営専門職学位、PMP保有。

小山　智也
経済産業省 商務・サービスグループ ヘルスケア産業課 課長補佐

～科学の力でヘルスケアの未来を創造する～

予防・健康づくりのヘルスケアにおける社会実装推進プロジェクト
https://healthcare-service.amed.go.jp/


